
JpGU-AGUジョイントセッションの開催について 

 

＃ JpGU2016では，AGUとのジョイントセッションの開催を歓迎します． 

 

 AGUとのジョイントセッションの提案要件は以下の通りです． 

 

 （１）英語セッションであること 

 （２）コンビーナに，JpGU会員と AGU会員が各々最低１名づつ含まれること 

 

ジョイント開催にご興味をお持ちの方はぜひご検討ください． 

 

＝＝ジョイントセッションに関する Q&A＝＝ 

 

 Q1：ジョイントセッションとして開催するメリットは何か？

A1：[１] 新規提案セッションであっても 2コマを割当てます． 

    （継続セッションは前回実績と２コマの大きい方を採用します） 

  [２] 招待講演数に制限を設けません． 

  [３] ジョイントセッション促進費（事務連絡費程度）をご用意する予定です． 

  [４] AGUセッションとみなされますので，AGU側でも広報やサポートを行います． 

 

 Q2：自分（JpGUコンビーナ）が AGU 会員だが兼任できるか？

A2：AGUコンビーナももちろん日本人でかまいませんが，JpGU側と AGU側のお立場で最低 1名ずつはコンビーナを立てて

ください．両サイドのコンビーナには，JpGU会員・AGU会員からそれぞれ投稿を集めていただきます． 

 

 Q3：開催手続きがわからない

A3：会員システム上からセッション提案を行ってください．その中で，特記事項欄に AGUとのジョイント開催を希望する

旨をご入力ください． 

最終的には事務局にて集計し，各セクションに開催希望を報告しますが，できればコンビーナの方からも該当セクション

にジョイント開催の希望をお伝えいただけるとその後の対応がスムーズになります． 

 

 Q4：AGU2016 でも継続してセッションをおこなわなければならないのか？

A4：必須の条件ではありません．JpGU2016単発の開催でもかまいません． 

 

 Q5：申請すれば必ずジョイントセッションとして開催できるのか？

A5：JpGU側の代表（プログラム委員長）と AGU側の代表（選出中）により採択を行います． 

万が一，ジョイントセッションとして採択されなかった場合には，通常の国際セッション（英語セッション）として開催

していただきます． 

 

 Q6：JpGU2017でも同様のシステムを予定しているのか？

A6：JpGU2017 は，大会全体がジョイントミーティングですので，全てがジョイントセッションです．セッション単位で

のジョイント開催はありません．プログラム委員会も JpGU と AGU の合同になり，そこでセッションとして採択されるか

否かの判断のみになります． 

 

 Q7: 提案済のセッションを今からジョイントセッションに変更できるか？

A7: 上記条件を満たしていれば，セッション提案締切時までは変更は可能です． 


